
学校番号 １００２ 

令和３年度 芸術（美術）科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の美術１（日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・どんな作品を制作するにも、多くの美しいものを見て、感じて、自分でも試してみようとする姿

勢を大切にしよう。 

・色や形の基礎をしっかりととらえ、そこから、発想は柔軟・大胆に、手順を理解したら作業はこ

だわりを持って進める。その中で創作の楽しさを感じて欲しい。たとえ失敗しても原因を考えてあ

きらめず根気よく最後までやりきれば、きっと自分の個性が輝く作品が生まれるだろう。 

・授業時間・みんなで使う道具・場所を大切にしよう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の様々な創作活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる。

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、感性を高め、美術文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a: 美術への  

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心をもち、主体的に

表現や鑑賞の活動に

取り組もうとしてい

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身につけ、意

図に応じて、表現方

法を工夫して表して

いる。 

美術作品などの表現

の意図や工夫、その

背景の美術文化など

を理解し、そのよさ

や美しさを創造的な

視点で味わってい

る。 

評
価
方
法 

制作ノート 

振り返りシート 

観察等 

アイデアスケッチ 

制作過程と完成作品 

制作ノートと発表 

制作過程と完成作品 

観察等 

レポート 

振り返りシート 

相互評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
・後
期 

絵
画 

クロッキー（毎授業の初め） ◎  ◎ ○ a:毎回モデルのﾎﾟｰｽﾞや動勢に注意

し,意欲的に取り組む。 

c:前回の自分の反省点をふまえ,ﾊﾞ

ﾗﾝｽ・運筆に気をつけて描く。 

d:他者の作品の良さを感じとる。 

作品 

観察 

振り返りｼｰﾄ 

鑑
賞 

 

・展覧会鑑賞レポート 

・美術番組鑑賞レポート 

・完成作品の発表 

   ◎ d:他者の作品に対し、造形的な良さ

や美しさ、作者の心情や意図、文化

的背景などを読み取り、言葉にする 

レポート 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

前
期 

デ
ザ
イ
ン 

クロッキーブックの表紙 

   黒だけのデザイン 

◎ ◎ ◎ ○ a:文字デザインの美しさを感じ、

様々な自分らしい表現を試みる。 

b:自分のイニシャルをもとにオリ

ジナルで美しい構成を考える。 

c:黒のペンによる表現をいかし、美

しく仕上げている。 

d:ロゴやマークにこめられた意味

を知り、美しさを感じ取る。 

ｱｲﾃﾞｱシート 

作品 

観察 

デ
ザ
イ
ン 

色彩構成 

 ・色相と明度、彩度 

 ・ﾄｰﾝの違いによるｼﾙｴｯﾄ

効果 

○ ◎ ◎ ○ a:色彩の基礎知識に関心をもち、主

体的に主題を考え、表現を追求して

いる。 

b:条件を基にした形体・色彩の工夫

がなされている。 

c:絵の具の特性を活かし、筆などの

用具を適切に使いこなして美しい

画面を作成している。 

d:他者の作品や自分の作品につい

て造形的な要素に基づいた意見を

述べられる。 

ｱｲﾃﾞｱシート 

作品 

観察 

振り返りｼｰﾄ 

後
期 

   絵
画 

版画 

・モチーフスケッチ 

・彫り進み版画 

◎ ◎ ◎ ◎ a:様々なタッチでスケッチを試み

た上で、下絵を十分考慮している。

b:明度に注意して色の組み合わせ

の工夫をする。 

b:スケッチを元に版画の特徴を活

かした独自の構成を生み出す。 

c:技法の手順を理解し、彫りや色彩

を効果的に活かす。 

d: 他者の作品や自分の作品につい

て造形的な意見を述べられる。 

スケッチ 

下絵ｱｲﾃﾞｱ 

作品 

観察 

発表 

振り返りｼｰﾄ 



立
体 

   

線材による立体 

・モチーフスケッチ  

 ・針金で立体に表現 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:モチーフを様々な角度からスケ

ッチし対象物への理解と立体感を

掴む。 

b: モチーフの形を自分なりに消化

して構成していく。 

c:道具を効果的に使い、針金による

表現の可能性を活かそうとする。 

d:他者の作品や自分の作品につい

て造形的な意見を述べられる。 

スケッチ 

作品 

観察 

振り返りｼｰﾄ 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構成の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点について○（特に重み付けを行う観点には◎）

を付けている。 

 

 


